












































































































































































































































NYa NYs　1 NYs　2 NYs　3 　　　　　　　（NYs　2十NYs　3）／NYaNYs　2十NYs　3
7　　　　4．99　　　　0．02　（0．4）　　　4．82　（95．3）
8　　　3．90　　　0．02　（0．5）　　　3．69　（94．9）
9　　　4．79　　　0．05　（1．0）　　　4，63　（95．1）
0，22　（4．3）
0 18　（4．6）
0 19　（3．9）
5，04　（99．6）
3．87　（99．5）
4．82　（99．0）
1．01
0．99
1．01
NYa：表1と同じ
NYs　1：抽出溶液NYaをSep－Pak　C、8に通し，水洗した溶液
NYs　2＝アセトニトリル／水混液（！5：85）溶出液
NYs　3：アセトニトリル／水混液（1＝1）溶出液
NYs　2＋NYs　3：NYs　2とNYs　3の合計値
回収率：NYs　1，　NYs　2及びNYs　3の合計値を100％として算出
　今回のようにペオニフロリンのみを定量する際には，こ
のクリーンアップ操作の省略は可能である．しかし，多数
の試料を連続して分析する場合あるいはアルビフロリン及
びオキシペオニフロリンも同時に定量する場合は，クリー
ンアップ操作を行う方が望ましい．
5．データ比較上の注意点
　1990年代前半までに報告したペオニフロリンの定量値
は，未乾燥標準品を用い，さらに，乾燥物に換算をしてい
ない試料量を基に算出している2）。1980年の報告書では，
70試料について乾燥減量が調べられ，35試料が6．1～
7．0％の範囲内にあったことが示されている6）．従って，
試料の半数の乾燥物換算による定量値の増加は7％以内で
あり，標準品を乾燥することによる減少分3～4％を差し
引くと，その差は数％と考えられた．
　今後，JP　XIV法で得られた定量値と従来の方法で得ら
れた既報の定量値を比較する際には，これらの点を考慮す
る必要がある．
6．乾燥物換算と標準品の水分について
　これまで著者らは生薬成分を定量する際，糖類以外は分
析試料を乾燥物に換算せずに定量値を算出してきた．しか
し，局方改正の度に換算した生薬に対して含量が規定され
る品目が多くなっていることから，今後は著者らも可能な
限り分析試料を乾燥物に換算して含量を算出する方法に改
める予定である．
　著者らも参加した厚生科学研究『局方生薬の規格設定に
関する研究』（1984～1986年）では，定量用生薬成分の純
度が検討された．この時は，HPLC面積純度の検討が中
心であり，結晶水，付着している水あるいは再結晶溶媒の
残存量の取り扱いは一番難しい問題とされ，将来の検討課
題となった7）．これらの点を踏まえ，著者らは黄柏8），黄
連9）及びロートコン10）については各標準品を無水物に換算
して定量し，さらに，黄連標準品の結晶水の問題点を指摘
した9）．最近は標準品の水分の問題も徐々に解決され，甘
草，苛薬，センナ，大黄などのように局方改正の度に標準
品の乾燥法面も記載されるようになってきており，今後も
よ、り多くの生薬について適用されるものと推察される．
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